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文責 校長

【校是】 【学校教育目標】 未来を主体的に切り拓いていくことのできる、

覇気ある生徒の育成

１０月６日、１年生が米代西部森林管理署の協力を得て、風の松原保全植樹を行いま

した。昨年、この事業をスタートさせ、今年は２年目となります。

開会式で工藤志乃佳さんが「私たちが植えた松が、将来の能代を守ってくれるように

心を込めて植えましょう」と力強くあいさつ。その後、昨年度植樹した場所の隣接地に

移動し、１人で２本ずつ手植えしました。専用器具で穴を開け、そこに黒松の苗を植え、

足でしっかりと踏み固めました。最後は記念標柱を立て、標柱といっしょに記念撮影。

標柱の文字は櫻田美早紀さんが筆で上手に書いてくれました。

閉会式では森林管理署の鈴木さんが「これからも大切な松原を守っていってほしい。

今日の植樹の思い出を胸に刻んで、黒松の成長と関わっていってください」と激励して

くださいました。これを受け、成田陽真さんが「今日の植樹をとおして、風の松原を守

ろうとする気持ちが高まりました。植えた松が丈夫で大きく育ってほしいです。森林管

理署の皆さんありがとうございました」とあいさつしてくれました。

これからも松原に愛着をもち続け、生涯にわたり関わってほしいと願います。保護者

の皆様も、松原散策の際は是非ご覧ください。

※場所

陸上競技場正面出入り口向かい側の遊歩道（舗装歩道）から松原に入る→最初の二又

分岐点を右側（未舗装）に→次の二又分岐点を左に曲がり、30ｍくらい進むと左側に苗

が見えてきます。

※昨年度、現２年生が植えた松も、今年植えた松と比べると一回り大きくなっています。

（森林管理署の方々が、支柱の設置、下草刈り等の管理をしてくださっています）

成長が楽しみです。

秋空のもと、風の松原保全植樹。大きく育て！

成長を願って植樹 記念標柱とともに写真撮影
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